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近
年
、
観
光
の
形
態
が
変
化
し
て
き
て

い
る
と
言
わ
れ
る
。ま
た
、観
光
を
受
け
入

れ
る
地
域
も
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
と
は
限

ら
ず
、
常
風
景
か
ら
の
脱
出
を
願
う
人
び

と
に
対
応
す
る
よ
う
に
多
く
の
パ
タ
ー
ン

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
、変
化
に
富
ん
だ
観
光
を
可

能
に
す
る
の
が
、緩
や
か
な
移
動
性
を
も

っ
た
�
街
道
観
光
�
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。そ
し
て
そ
れ
は
観
光
客
の
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、そ
れ
ら
の
�
地
域
�

及
び
�
地
域
の
人
び
と
�
の
も
の
で
も
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の
人
び
と
と
の
交

流
は
、
経
済
的
刺
激
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
が
、
�
美
し
く
て
見
ら
れ
、
見
ら
れ
て

美
し
く
�
と
い
う
よ
う
に
、
形
状
的
整
備

と
と
も
に
文
化
的
充
実
の
促
進
力
と
な
る

こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
北
海
道
は
広
大
な

自
然
、
人
に
や
さ
し
い
自
然
と
も
言
え
る

農
地
な
ど
に
恵
ま
れ
て
、
国
内
の
み
な
ら

ず
近
隣
諸
国
か
ら
の
来
訪
者
が
増
加
し
て

き
て
い
る
。

と
く
に
、
観
光
地
と
呼
ば
れ
る
点
を
結

ぶ
線
と
し
て
の
街
道
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相

互
の
競
争
的
共
存
が
点
の
改
変
促
進
作
用

を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
線
の
周
辺
に
も

借
景
的
期
待
が
発
生
す
る
。
と
り
わ
け
、

こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
農
地
・
農

村
の
景
観
も
含
め
、
地
域
と
し
て
の
、
時

に
は
超
遠
景
ま
で
も
含
む
広
地
域
景
観
の

質
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は

と
か
く
構
造
的
・
モ
ノ
羅
列
で
も
景
観
形

成
と
言
え
た
段
階
か
ら
、
環
境
・
自
然
生

態
ま
で
包
含
し
た
農
地
・
農
村
の
形
成
に

よ
る
景
観
の
醸
成
ま
で
が
課
題
と
な
っ
て

く
る
。
反
面
、
こ
の
こ
と
は
地
域
づ
く
り

と
し
て
の
総
括
的
処
理
の
重
要
性
を
示
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
地
域

づ
く
り
の
手
法
の
変
革
的
進
展
を
求
め
て

い
る
の
で
あ
る
。

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
確
保
す
る
一
方
で
協
調
的
・
連
携
を

形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
地
域

資
源
を
見
い
出
す
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い

る
。
い
ま
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
保
の
た
め
に
も
外
部
か
ら
の
刺
激
と

し
て
観
光
と
の
通
態
が
有
効
で
あ
る
。
そ

し
て
地
域
間
の
連
携
の
チ
ェ
ー
ン
と
し
て

街
道
の
形
成
が
有
効
で
あ
り
、
地
域
の
多

様
な
活
性
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
北
海
道
で
「
広
域

的
・
複
合
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
注
目
し

て
「
観
光
・
交
流
街
道
研
究
会
」
と
し
て

回
廊
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー

が
、
ド
イ
ツ
南
部
に
他
山
の
石
を
求
め
て

観
光
街
道
を
調
査
視
察
し
た
。
行
動
的
に

は
研
修
・
検
討
・
議
論
の
連
続
で
、
こ
れ

も
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
の

一
部
は
報
告
書
と
し
て
発
表
し
た
が
、
そ

れ
に
加
筆
し
た
の
が
こ
の
報
告
で
あ
る
。

観
光
、
街
道
観
光
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
新

ド
イ
ツ
観
光
街
道
を
ゆ
く
Ⅰ

ド
イ
ツ
観
光
街
道
を
ゆ
く
Ⅰ

は
じ
め
に

梅
田
　
安
治

農
村
空
間
研
究
所
長

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

ド
イ
ツ
観
光
街
道
視
察
団



し
く
地
域
資
源
の
形
成
、
地
域
活
性
化
な

ど
の
議
論
の
輪
の
一
石
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

街
の
書
店
の
一
角
を
占
め
る
旅
行
関
連

雑
誌
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ド
イ
ツ
を
紹
介
す

る
雑
誌
の
多
く
は
、
表
紙
を
「
何
々
街
道
」

の
見
出
し
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に

お
け
る
街
道
づ
く
り
は
、
古
城
や
教
会
等

の
歴
史
的
建
造
物
や
芸
術
、文
化
財
な
ど
、

観
光
的
な
資
源
と
な
り
う
る
も
の
か
ら
、

う
っ
そ
う
と
茂
る
森
林
地
帯
、
沿
道
に
広

が
る
生
産
風
景
ま
で
を
ひ
と
つ
の
統
一
的

な
取
り
組
み
（
＝
街
道
）
の
も
と
に
発
信

し
、
全
世
界
に
知
ら
し
め
た
代
表
的
な
成

功
例
と
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ「
観
光
・
交
流
街
道
研
究
会
」

は
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
に
お
け
る
広
域

的
・
複
合
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

の
「
街
道
づ
く
り
」
を
考
え
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、
成
功
事
例
に
学
ぶ
べ
く
、
こ
れ

ら
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
街
道
づ
く
り
」
の

歴
史
、
施
策
、
具
体
的
な
取
り
組
み
、
運

ド
イ
ツ
に
お
け
る「
街
道
づ
く
り
」

村
山
　
秀
敏

株
式
会
社
ド
ー
コ
ン

（
視
察
時
　
は
ま
な
す
財
団
）
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ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
は
、
バ
ー
デ
ン
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
と
バ
イ
エ
ル
ン
州
を

貫
い
て
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
か
ら
オ
ー
ス

ト
リ
ア
国
境
に
近
い
フ
ュ
ッ
セ
ン
ま
で
続

営
の
あ
り
方
等
々
に
つ
い
て
、「
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
街
道
」「
古
城
街
道
」「
フ
ァ
ン
タ

ス
テ
ィ
ッ
ク
街
道
」
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機

関
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。

く
約
三
〇
〇
㎞
の
街
道
（
図
―
２
）
で
、

現
在
一
〇
〇
を
超
え
る
ド
イ
ツ
国
内
の
街

道
の
中
で
は
最
も
知
名
度
も
高
く
、
成
功

し
て
い
る
街
道
で
あ
る
。
古
く
か
ら
こ
の

呼
称
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
戦
後
、

西
ド
イ
ツ
が
戦
禍
か
ら
復
興
し
て
い
く
過

程
で
、
中
世
の
面
影
を
残
す
町
を
戦
前
の

ま
ま
に
復
元
し
、
そ
れ
ら
を
つ
な
い
で
現

代
的
な
「
街
道
」
と
し
た
も
の
で
、
二
〇

〇
〇
年
は
取
り
組
み
か
ら
五
〇
周
年
目

の
節
目
と
な
っ
て
い
る
。

中
世
か
ら
存
在
し
た
道
は
、
中
部
ド
イ

ツ
と
南
部
ド
イ
ツ
を
結
び
、
さ
ら
に
は
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
へ
と
つ
な
が
る

�
文
化
交
流
の
道
�
で
も
あ
っ
た
。

南
北
文
化
交
流
の
道

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

図―１　ドイツにおける主な街道

図―２　ロマンチック街道
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ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の
経
緯
を
見
る
と

街
道
そ
の
も
の
は
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
年
前

か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
構
想
着
手
、
発
足
が
一
九
五
〇
年
と

い
う
こ
と
で
、
今
年
設
立
五
〇
周
年
の
節

目
を
迎
え
て
い
る
。
現
在
国
内
で
は
一
〇

〇
以
上
の
街
道
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
成
功
例
は
見
あ
た
ら

な
い
。
発
足
当
初
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
ア

ピ
ー
ル
に
重
点
を
置
い
て
い
た
が
、
現
在

は
日
本
で
の
人
気
、
知
名
度
が
絶
大
と
な

っ
て
い
る
。
当
観
光
局
（
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル

グ
市
観
光
局
）
は
、
沿
道
十
三
の
都
市
を

結
ぶ
組
織
の
窓
口
で
あ
る
と
同
時
に
、
ド

イ
ツ
観
光
協
会
の
窓
口
で
も
あ
る
。
設
立

五
〇
周
年
の
節
目
で
、
今
後
組
織
幹
部
の

選
任
化
を
図
る
な
ど
柔
軟
に
取
り
組
ん
で

い
く
予
定
で
あ
る
。

活
動
を
み
る
と「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」

へ
の
宿
泊
観
光
客
は
約
五
〇
〇
万
人
泊
／

年
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
十
三
都
市
の
連

合
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
中
国
な

ど
へ
の
海
外
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

《
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
概
要
》

―
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
―

訪
問
先
…
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
市
観
光
局
、

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
市
文
化
観
光

局
（
ｉ
セ
ン
タ
ー
）

日
本
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
宣
伝
さ
れ
た
効
果
が
大
き
い
。

沿
道
に
点
在
す
る
観
光
施
設
の
多
く
は

市
が
所
有
し
、維
持
管
理
も
行
っ
て
い
る
。

街
道
に
よ
る
観
光
施
策
の
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
都
市
ご
と
の
施
策
・
方
針
に
よ
り

�
療
養
�
で
あ
っ
た
り
�
歴
史
�
�
自
然

�
な
ど
様
々
で
あ
る
。
観
光
客
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
対
す
る
地
域
住
民

の
意
識
に
つ
い
て
、
古
城
へ
の
バ
ス
の
乗

り
入
れ
反
対
、
ホ
テ
ル
建
設
反
対
な
ど
、

住
民
の
反
発
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
、
観
光
振
興
が
職
場
の
創
出
に
直
結

す
る
と
い
う
理
解
も
得
て
い
る
。

日
本
に
も
姉
妹
都
市（
群
馬
県
沼
田
村
）

が
あ
り
、
こ
の
所
以
か
ら
「
日
本
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
街
道
」（
図
―
３
）
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
知
名
度
は
低
い
よ
う
だ
。
ド

イ
ツ
に
し
て
も
同
様
で
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

街
道
」
の
認
知
度
は
六
〇
〜
七
〇
％
程
度

で
あ
る
。

活
動
の
予
算
規
模
は
各
都
市
か
ら
の
拠

出
金
に
よ
り
、
全
体
で
二
〇
〇
〇
万
円
程

度
（
人
件
費
を
除
く
）
で
あ
る
。

古
城
街
道
は
、
南
部
ド
イ
ツ
と
中
部
ド

イ
ツ
の
境
目
を
ほ
ぼ
東
西
に
横
断
す
る
形

で
、
西
は
マ
ン
ハ
イ
ム
、
東
は
チ
ェ
コ
の

プ
ラ
ハ
ま
で
延
び
る
約
九
七
五
㎞
の
街
道

で
あ
る
（
図
―
４
）。

道
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
で
捉
え
る

と
、
東
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
、
さ

ら
に
は
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
ま
で
通
じ
て

い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
グ
が
、
戦
争
な
ど
で
し
ば
し
ば

フ
ラ
ン
ス
の
干
渉
を
受
け
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
西
の
起
点
は
パ
リ
で
あ
っ
た

と
も
言
え
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
が
イ
タ

リ
ア
に
通
じ
る
南
北
の
文
化
交
流
の
軸
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
古
城
街
道
は
東
西
の

文
化
交
流
の
大
河
で
あ
っ
た
。

街
道
沿
い
に
は
七
〇
を
超
す
城
塞
や
古

城
、一
〇
〇
を
超
す
博
物
館
が
点
在
す
る
。

こ
の
他
様
々
な
時
代
の
教
会
、世
俗
建
築
、

文
化
的
宝
物
を
通
し
て
、
絵
画
的
な
中
世

の
町
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

東
西
文
化
交
流
の
大
河古城

街
道

図―３　日本ロマンチック街道
ロマンチック街道の人気都市であるローテンブルグ市と姉妹都市の群馬県沼田村では、「日
本ロマンチック街道」の取り組みが進められている。
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古
城
街
道
の
経
緯
を
み
る
と
、
発
足
は

一
九
五
四
年
で
あ
る
。
�
ネ
ッ
カ
ー
川
の

魅
力
�
�
古
城
の
楽
し
み
�
を
題
材
に
、

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
に
対
抗
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」
と
何
と
な
く
声
を
掛
け
合

っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
は
っ
き
り
と
し

た
書
類
上
の
取
り
決
め
や
、
政
治
的
な
背

景
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
。
一
九
九
〇
年

の
東
西
ド
イ
ツ
統
一
の
動
き
を
受
け
、
一

九
九
四
年
に
プ
ラ
ハ
ま
で
街
道
を
延
長
。

当
時
チ
ェ
コ
は
Ｅ
Ｕ
に
も
加
盟
し
て
お
ら

ず
、
話
し
合
い
も
決
し
て
容
易
で
は
な
か

っ
た
。

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地
域
、
地
区
、

市
町
村
の
観
光
局
な
ど
、
大
小
に
関
わ
ら

ず
代
表
者
が
出
て
組
織
し
て
い
る
。
事
務

局
は
持
ち
回
り
だ
が
、
窓
口
は
ハ
イ
ル
ブ

ロ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
協
会

相
互
の
連
携
強
化
が
今
後
の
最
大
の
課

題
、
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
る
。

活
動
・
予
算
を
み
る
と
、
日
本
の
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
的
な
試
み
も
あ
る
（
ス
タ
ン

プ
何
個
で
宿
泊
が
無
料
に
な
る
な
ど
）。

定
着
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
が
、
そ

れ
な
り
の
効
果
も
あ
り
、
好
評
で
あ
る
。

�
報
道
・
宣
伝
�
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
、
こ
の
効
果
に
よ
る
入
り
込
み
が
一

番
大
き
い
。

古
城
街
道
の
ド
イ
ツ
国
内
の
知
名
度
は

南
ド
イ
ツ
で
は
高
く
、
北
で
は
低
い
。
三

五
項
目
か
ら
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
結
果
、
四
〇
％
の
ド
イ
ツ
人
が
認
知
し

て
い
る
と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
、
か
な
り
の
興

味
を
持
た
れ
て
い
る
と
い
う
感
触
が
あ

り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き
い
と
考
え

て
い
る
。

街
道
ル
ー
ト
を
示
す
サ
イ
ン
（
道
路
標

識
）
も
統
一
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
え

ば
巡
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
サ

イ
ン
は
ド
イ
ツ
の
国
内
地
図
に
も
載
っ
て

い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
に
要
す
る

費
用
、
人
件
費
等
は
市
負
担
、
広
告
宣
伝

費
は
、
必
要
経
費
を
市
に
申
請
。
認
め
ら

れ
れ
ば
五
〇
〇
万
円
程
度
の
予
算
が
つ

く
。
州
か
ら
も
若
干
の
予
算
が
つ
い
て
い

る
。
会
費
制
に
よ
り
一
般
市
民
が
会
員
メ

ン
バ
ー
と
な
る
制
度
も
設
け
て
い
る
。

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
街
道
は
、
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
グ
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ま
で
の

約
四
〇
〇
㎞
の
街
道
（
図
―
５
）
で
、
古

い
歴
史
や
文
化
を
有
す
る
沿
道
の
街
と
と

も
に
、
黒
い
森
に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
自

然
景
観
か
ら
構
成
さ
れ
る
街
道
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
四
大
大
学
都
市
に
数
え
ら
れ
る

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
と
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
、

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
故
郷
カ
ル
フ
、
自

動
車
産
業
発
祥
の
地
で
あ
り
ド
イ
ツ
最
高

峰
の
美
術
館
や
オ
ペ
ラ
座
の
あ
る
シ
ュ
ツ

ッ
ト
ガ
ル
ト
、
ド
イ
ツ
皇
帝
の
故
城
ホ
ー

エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
城
、
宗
教
史
と
同
時
に

建
築
・
美
術
史
に
も
名
を
残
す
ウ
ル
ム
、

《
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
概
要
》

―
古
城
街
道
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
―

訪
問
先
…
ハ
イ
ル
ブ
ロ
ン
市
役
所
内
古
城

街
道
協
会

図―４　古城街道

写真―１　古城街道のサイクリング道路サイン
古城街道では、街道ルートを示すサイン（案内標識）も統一されており、
ドイツの国内地図にも載っているという。

歴
史
と
文
化
と
自
然
が
織
り
な
す

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
街
道
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フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
の
大
聖

堂
、
等
々
の
歴
史
と
文
化
の
遺
産
が
続
い

て
い
る
。
黒
い
森
と
ボ
ー
デ
ン
湖
と
い
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
山
と
湖
畔
の
リ
ゾ
ー

ト
、
バ
ー
デ
ン
・
バ
ー
デ
ン
と
い
っ
た
温

泉
地
な
ど
が
街
道
観
光
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
。

協
会
の
概
要
を
み
る
と
現
在
の
組
織
や

体
制
は
、
国
か
ら
諸
々
の
民
営
に
切
り
替

え
ら
れ
た
結
果
、
こ
の
協
会
も
有
限
会
社

化
し
て
い
る
。
正
規
の
職
員
十
七
人
（
う

ち
三
人
は
研
修
員
）
で
運
営
し
て
い
る
。

全
世
界
に
支
店
、
事
務
局
が
あ
り
、
ド
イ

ツ
の
紹
介
を
含
め
、こ
ち
ら
か
ら
の
Ｐ
Ｒ

要
望
を
先
方
へ
伝
え
る
。こ
れ
ら
を
も
と
に

各
支
店
、事
業
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
を
決

定
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

活
動
・
予
算
を
み
る
と
五
年
ほ
ど
前
か

ら
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州

に
訪
れ
る
日
本
人
観
光
客
を
対
象
に
、

「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
街
道
」
づ
く
り

を
始
め
て
い
る
。
観
光
ポ
イ
ン
ト
の
紹
介

や
、
そ
れ
ら
ポ
イ
ン
ト
の
ル
ー
ト
化
等
の

ほ
か
、
古
城
や
宮
殿
で
の
挙
式
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
も
盛
り
込
ん
だ
。
こ
こ
三
年
ほ
ど

で
入
り
込
み
数
は
急
増
し
て
い
る
。

日
本
か
ら
の
入
り
込
み
増
加
に
伴
う
波

及
効
果
と
し
て
は
、
①
テ
デ
ィ
ベ
ア
を
作

成
し
て
い
る
会
社
が
、
日
本
人
を
対
象
に

特
別
グ
ッ
ズ
を
２
つ
ほ
ど
作
成
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
②
黒
い
森
で
よ
く
見
か
け
る

ハ
ト
時
計
も
、
日
本
人
向
け
に
白
・
黒
の

も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
等
が

あ
げ
ら
れ
る
。

現
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
検
討
中
。
来

年
度
、
調
査
団
を
各
方
面
へ
派
遣
す
る
予

定
（
こ
の
中
に
は
、
日
本
の
温
泉
も
含
ま

れ
て
い
る
）
で
あ
る
。

観
光
Ｐ
Ｒ
は
国
内
向
け
に
も
実
施
し

て
い
る
。
旅
行
好
き
の
ド
イ
ツ
国
民
に
対

州
の
観
光
市
場
調
査
の
結
果
、
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
リ
タ
イ
ア
し
た
人
た
ち
に

と
っ
て
は
一
〜
二
週
間
の
健
康
、
疲
労
回

復
、
療
養
型
の
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

し
、
国
外
よ
り
も
国
内
に
目
を
向
け
て
も

ら
う
こ
と
が
狙
い
。
こ
の
活
動
に
対
し
国

か
ら
五
〇
〇
〇
万
円
の
補
助
が
あ
る
。
一

方
支
店
や
事
業
所
に
対
し
て
は
認
定
制
度

を
設
け
て
お
り
、
各
事
業
所
か
ら
会
費
を

徴
収
し
て
い
る
。

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
街
道
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
か
ら
、
今
後
北
海
道
の
各
地

で
地
域
の
良
さ
、
特
色
を
打
ち
出
し
た

「
街
道
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
上

で
も
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

〜
決
し
て
大
掛
か
り
で
は
な
い振

興
方
策
〜

そ
れ
ぞ
れ
自
治
体
や
観
光
協
会
の
代
表

者
に
よ
る
年
一
回
程
度
の
協
議
会
等
は
も

た
れ
て
い
る
が
、街
道
づ
く
り
に
関
わ
る
規

約
や
指
針
、長
期
計
画
や
全
体
構
想
、地
区

別
展
開
構
想
の
類
は
、基
本
的
に
設
け
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。取
り
組
み
の
き
っ

か
け
も
キ
ー
マ
ン
の
呼
び
か
け
に
よ
る
も

の
が
多
く
、政
治
的
な
背
景
も
な
く
、
ま

た
行
政
主
導
と
い
っ
た
性
格
で
も
な
い
。

あ
く
ま
で
も
、
街
道
沿
い
に
あ
る
ま
ち

の
特
徴
（
古
城
、
教
会
、
城
壁
等
の
歴
史

《
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
概
要
》

―
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
街
道
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
―

訪
問
先
…
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル

グ
州
湯
治
協
会

街
道
づ
く
り
の

取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト

図―５　ファンタスティック街道
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的
建
造
物
、
自
然
、
景
観
、
芸
術
・
文
化

財
等
）
を
尊
重
し
た
上
で
、
各
々
の
街
道

づ
く
り
が
、
目
指
す
べ
き
も
の
へ
の
共
通

理
解
の
下
、
必
要
最
小
限
の
ル
ー
ル
に
よ

っ
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

〜
歴
史
、
生
活
、
文
化
の
あ
り
方

全
て
を
あ
る
が
ま
ま
に
〜

こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
ド

イ
ツ
国
内
の
各
地
域
が
積
み
重
ね
て
き
た

歴
史
、
営
ん
で
き
た
生
活
・
文
化
を
あ
る

が
ま
ま
に
見
せ
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で

あ
る
、
と
い
う
考
え
方
を
共
通
し
て
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
方
針
が

そ
の
ま
ち
の
住
民
の
意
識
と
同
一
に
あ
る

と
い
う
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
こ

と
に
対
す
る
認
識
の
深
さ
、
共
通
の
価
値

観
、
美
意
識
、
誇
り
と
自
負
と
い
う
こ
と

に
帰
結
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
こ
の
端
的
な
例
が
一
般
住
宅
の
窓
辺
の

花
飾
り
に
表
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
主

婦
は
家
の
中
を
完
璧
に
整
頓
す
る
。
そ
れ

が
誇
り
で
あ
り
、
そ
の
誇
り
を
外
に
向
か

っ
て
宣
言
す
る
の
が
通
り
に
面
し
た
窓
辺

で
あ
り
、
窓
ガ
ラ
ス
を
磨
き
上
げ
、
余
計

な
も
の
を
排
除
し
、
自
分
の
好
み
の
花
を

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
飾
り
立
て
る
。）

〜
新
し
い
何
か
を
作
る
こ
と
を

必
要
と
せ
ず
〜

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
方
針
で
あ
る
ゆ

え
、
街
道
づ
く
り
の
た
め
に
特
別
に
新
た

な
施
設
を
必
要
と
す
る
と
い
う
考
え
は
基

本
的
に
は
な
い
。
但
し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
直
面
す
る
二
次
的

な
問
題
と
し
て
、
収
容
力
を
高
め
る
た
め

の
大
型
ホ
テ
ル
の
建
設
や
駐
車
場
整
備
の

必
要
性
と
い
っ
た
問
題
は
抱
え
て
い
る
。

〜
逆
の
見
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
く
ら
い
の

こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
る
〜

北
海
道
に
お
い
て
も
、
積
み
重
ね
て
き

た
歴
史
や
歳
月
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
人
が

住
み
続
け
生
活
し
て
き
た
と
い
う
事
実
に

立
脚
す
れ
ば
そ
れ
な
り
の
蓄
積
が
あ
る
は

ず
で
あ
る
。そ
れ
ら
は
生
活
様
式（
文
化
）、

気
候
・
風
土
、
産
業
及
び
産
業
景
観
な
ど

様
々
で
あ
り
、
い
か
に
そ
れ
ら
を
見
せ
る

も
の
と
し
て
、
受
け
入
れ
る
も
の
と
し
て

意
識
し
受
け
継
い
で
い
く
か
と
い
う
点
が

一
つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

〜
全
て
が
す
べ
て

成
功
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
〜

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
日
本
、
近
年
は
中

国
か
ら
の
急
激
な
入
り
込
み
増
加
。
そ
の

知
名
度
も
年
々
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
成
功
例
は
現
在

国
内
に
一
〇
〇
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
る
街

道
の
ほ
ん
の
一
握
り
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な
情
報
に
敏
感
な

日
本
国
内
に
お
い
て
も
名
前
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
の
は
、「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」

「
古
城
街
道
」「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
街

道
」「
ゲ
ー
テ
街
道
」「
メ
ル
ヘ
ン
街
道
」

「
ア
ル
ペ
ン
街
道
」
な
ど
一
〇
に
も
満
た

な
い
。
こ
の
他
の
街
道
に
お
い
て
は
、
街

道
そ
の
も
の
の
見
直
し
に
加
え
、
今
後
事

例
調
査
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情
報
発
信

の
あ
り
方
な
ど
を
成
功
例
に
学
び
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

〜
少
な
か
ら
ず
問
題
も
抱
え
て
い
る
〜

観
光
客
の
入
り
込
み
が
大
き
く
伸
び
て

い
る
い
く
つ
か
の
街
道
に
お
い
て
も
、
当

然
良
い
こ
と
ば
か
り
が
起
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
活
動
上
の
財
源
の
問
題
、
人

的
資
源
の
問
題
等
の
ほ
か
、
入
り
込
み
増

加
に
伴
い
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
大
型
宿
泊
施
設
や
駐
車
場
整
備
の
必
要

性
、
こ
れ
に
対
す
る
地
元
と
の
調
整
な
ど

も
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
観
光
客
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
く
一
方
で
、
地
元
住
民
が
快

適
に
住
み
続
け
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
環

境
を
維
持
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
の

コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
の

方
針
、哲
学
の
根
底
と
か
か
わ
る
問
題
で
、

非
常
に
重
要
な
今
後
の
検
討
テ
ー
マ
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
視
察
を
通
し
た
私
の
感
想
を
ま

と
め
て
お
く
。

雄
大
な
自
然
、
新
鮮
な
味
覚
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
四
季
、
等
々
、
行
っ
て
み
た
い

場
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
国
内
・
国
外
を

問
わ
ず
多
く
の
項
目
で
必
ず
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
る
北
海
道
。
そ
の
素
地
、
魅
力
は

十
分
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
何
度
と

な
く
言
わ
れ
続
け
て
い
る
。「
北
海
道
ブ

ラ
ン
ド
は
世
界
に
通
用
す
る
」
と
い
う
こ

と
を
道
民
が
意
識
し
、
自
信
を
持
っ
て
地

域
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
時
、
広
域
的
な
街
道

づ
く
り
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
、
と
い
っ
た
感
想
を
抱
い
た
。

（
参
考
）
ド
イ
ツ
国
内
の
観
光
産
業
の
概
要

・
ド
イ
ツ
国
内
の
観
光
産
業
に
よ
る
生
産
額
は
Ｇ

Ｎ
Ｐ
の
約
八
％
。
額
に
し
て
一
三
兆
円
産
業
と

言
わ
れ
て
い
る
。

・
従
業
者
ベ
ー
ス
で
も
国
内
全
従
業
者
数
の
八
％
、

約
二
八
〇
万
人
が
観
光
産
業
に
従
事
し
て
い
る
。

・
観
光
入
り
込
み
数
に
つ
い
て
、
三
億
八
〇
〇
万

人
泊
／
年
と
い
う
統
計
が
あ
る
。

・
こ
の
う
ち
約
二
億
七
〇
〇
〇
万
人
は
ド
イ
ツ
人

で
あ
り
、
非
常
に
旅
行
好
き
の
国
民
と
い
わ
れ

て
い
る
。

・
各
州
の
観
光
局
へ
は
ド
イ
ツ
政
府
か
ら
二
〇
億

円
の
活
動
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。（
＊
デ

ー
タ
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
に
よ
る
）

北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
は

世
界
に
通
用
す
る
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